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く記入してください。
5．問題は1〜5まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。
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1   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　2.25 × 2  2
9
 ÷ 2  5

8
 ×（  18  ＋ 0.375 ）　を計算しなさい。

（ 2）　 3
10
 ×（ 1 −  49  ） −  310 ×  49  ×  58  −  310 ×  49  ×  58  ×  67 　を計算しなさい。

（ 3）　（ 0.125 ÷ □ ＋ 14 ） ÷ 0.0625 ＝ 256　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。

（ 4）　4.567 a −123 m2 ＋ 13000 cm2 ＝ □ m2　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。
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2   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　
7
13
 をかけても、

7
13
 で割っても答えが整数になる数のうち、2021 に最も近い整数を 

求めなさい。

（ 2）　ある 2けたの数を 9倍して 36 を引くと、百の位は「 7」、一の位は「 1」となった。 
もとの数を求めなさい。

（ 3）　次の A にあてはまる数を求めなさい。

3 　□ □　A　 8
□　□
□　□
□　 5
□

2　□



─ 5 ─

3   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　図 1のような円すいに一定の割合で水を入れます。グラフは、水を入れ始めてから 
いっぱいになるまでの （ a ） と （ b ） の関係を表したものです。

　　（ a ） と （ b ） に当てはまるものの組合わせとして正しいものを、次の（ア）～（カ）の中 
からすべて選び、記号で答えなさい。

　　（ア）　（ a ）　時間　　　　　　（ b ）　高さ
　　（イ）　（ a ）　時間　　　　　　（ b ）　体積
　　（ウ）　（ a ）　高さ　　　　　　（ b ）　体積
　　（エ）　（ a ）　体積　　　　　　（ b ）　高さ
　　（オ）　（ a ）　高さ　　　　　　（ b ）　水面の面積
　　（カ）　（ a ）　水面の面積　　　（ b ）　高さ

（b）

（a）
O

図１
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（ 2）　図のように、正六角形を直線上ですべることなく時計回りに転がします。正六角形を
1周させるとき、正六角形の頂点 A が動く様子として最も適するものを、次の（ア）～
（カ）の中から選び、記号で答えなさい。

A

（ア）

A

（イ）

A

（オ）

A

（カ）

A

A

（エ）（ウ）

A
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（ 3）　図 1の立体の展開図として正しいものを、次の（ア）～（オ）の中からすべて選び、記号
で答えなさい。

図 1

30°

（ア） （イ）

（ウ） （エ）

（オ）
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4   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　はじめ君は自宅の庭のプールに大、中、小の 3種類のバケツを使って水を入れます。
  はじめ君は次の 3通りの入れ方をしたところ、どの入れ方でもプールの容積の 8割とな
りました。

　　　　・大 1杯，中 6杯
　　　　・中 4杯，小 8杯
　　　　・大 3杯，中 2杯，小 4杯
　　このとき、大のバケツの水の量は小のバケツの水の量の何倍か、答えなさい。

（ 2）　A 君の家から学校までの道のりは 1400 m です。家から学校に向かって、はじめは分
速 120 m で走り、途中から分速 70 m で歩きます。家を出てから 15 分で学校に到

とうちゃく

着する
とき、分速 120 m で走る道のりは何 m ですか。

（ 3）　図のように、半径 6 cm の円の中に、半径が
1 cm ， 2 cm ， 3 cm の円を並べました。

　　　このとき、図の斜
しゃ

線
せん

部分の面積と、斜線を引
いていない部分の面積の比を、最も簡単な整数
比で答えなさい。

3cm2cm
1cm
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（ 4）　a ▽ b は、a を b で何回割り切れるかを表すものとします。
　　例えば、75 ▽ 5 は
　　　75 ÷ 5 ＝ 15
　　　15 ÷ 5 ＝ 3
　　となるので、75 は 5 で 2 回割り切ることができます。
　　したがって
　　　75 ▽ 5 ＝ 2
　　となります。
　　　このように考えると、
　　　24 ▽ 2 ＝ 3 ， 8 ▽ 3 ＝ 0
　　となります。
　　ただし、a ，b はともに 2以上の整数とします。

　①　144 ▽ （ 144 ▽  3 ）　を求めなさい。

　②　（ 1000 ▽ あ ） ▽ 3 ＝ 1 　のとき、あにあてはまる数をすべて求めなさい。

（ 5）　下の図は、長さの等しい棒
ぼう

を何本か用意し、それらをつなぎ合わせて立方体が 100 個
できるように並べたものです。このとき、使用した棒の本数を求めなさい。

（ 6）　花子さんと姉の所持金の比は最初 5：11 でしたが、姉が花子さんに 250 円わたした 
ため、 5： 7になりました。花子さんのもとの所持金は何円ですか。

…

100個
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5　  　大きな水そうに水が 400 g 入っています。この水そうに 2つの蛇
じゃ

口
ぐち

 A ，B から食塩水を
入れます。蛇口 A ，B から出る食塩水の量はそれぞれ一定です。最初の 30 秒間は蛇口 A
と B の両方から、次の 50 秒間は蛇口 A のみから、次の10 秒間は蛇口 B のみから食塩水を
入れます。下のグラフは、時間と水そうの中の食塩水の量の関係を表しています。蛇口 A か
ら出る食塩水の濃

のう

度
ど

は、蛇口 B から出る食塩水の濃度の 2倍です。また、90 秒後の水そう
の中の食塩水の濃度は 2.1 ％でした。

（ 1）　蛇口 A と B から出る食塩水の量はそれぞれ毎秒何 g ですか。

（ 2）　蛇口 A から出る食塩水の濃度を求めなさい。

g

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 秒

2000

1500

1000

500
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令和 3年度　入学試験（ 2月 1日実施）

理　科
［40分］

［注意事項］
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は

ってください。
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５．問題は １ページ〜 １7 ページの合計 １7 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。
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1 　ある夏の夜に農
のう

太
た

郎
ろう

君が家族で手持ち花火をしているときの様子です。

　　農太郎君は、花火のために外に出て準備をしていました。その日は風の強い日で、ろうそ
くで種火を用意しましたが、すぐに風で消えてしまいました。そこで、お父さんが風をよけ
るために何種類かの容器を持ってきてくれました。

問 1　ろうそくが長い時間燃え続けると考えられるものはどれですか。次のア～キからすべ
て選び、記号で答えなさい。ただし、風の影

えい

響
きょう

はないものとします。

ア

オ

イ

カ

ウ

キ

エ

問 2　ろうそくの中にある太い糸（芯
しん

）の主な役割として正しいものを、次のア～エから選び、
記号で答えなさい。

ア．ろうが勢いよく燃えないようにする。
イ．ろうが溶

と

けたときに、形がくずれないようにする。
ウ．溶けたろうを気体にしやすくする。
エ．ろうを液体にしやすくする。

問 3　ろうそくの炎
ほのお

は ３ つの部分からできています。最も温度の高い部分の名まえを答えな
さい。
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問 4　宇宙ステーションで行われたろうそくの燃焼実験で、無重力状態でもろうそ
くが燃えることが確認されました。ただし、激しく燃えることはなく、炎の色
はほとんど見えないほどの透明な青で、形も地上の場合とは違っていました。こ
のときの炎のおおよその形を解答用紙に記しなさい。なお、点線で書かれたも
のは地球上でろうそくを燃焼させた場合の炎の様子です。

問 5　下記の文章の（A）、（B）に当てはまる言葉の組み合わせとして正しいものを、次のア～
カから選び、記号で答えなさい。

　　　ろうそくの炎とアルコールランプの炎を比べると、（　A　）の炎の方が暗い。これは
（　B　）ためである。

Ａ Ｂ

ア ろうそく ろうそくの炎の方が温度が高い

イ ろうそく アルコールの方が炭素を含
ふく

む割合が多い
ウ ろうそく ろうそくの方が炭素を含む割合が多い

エ アルコールランプ ろうそくの炎の方が温度が高い

オ アルコールランプ アルコールの方が炭素を含む割合が多い

カ アルコールランプ ろうそくの方が炭素を含む割合が多い

　　お父さんが持ってきてくれた容器では花火に火がつけられなかったので、困った農太郎君
は陶

とう

器
き

でできたコップにろうそくを立てて、花火をすることにしました。
　　農太郎君はたくさんの花火をしているうちに、なぜ炎は赤色なのに、いろいろな色の花火
があるのだろうかと疑問に思い、お父さんに尋

たず

ねました。すると、お父さんは「花火はナトリ
ウムやカルシウム、銅などの元素を含んでいるものや、その水

すい

溶
よう

液
えき

を炎の中に入れるとそれ
ぞれの元素に特有の色を示す炎

えんしょくはんのう

色反応という反応を利用したものなんだよ。」と教えてくれま
した。
　　そして、次の花火に火をつけると、今までの花火とはくらべものにならないくらい強い光
を放って燃える花火がありました。お父さんがそれはマグネシウムという金属が燃えている
のではないかと教えてくれました。

問 6　マグネシウムという金属が燃えるときには、マグネシウムと「何か」が結びつき、まぶ
しい光と熱を出しながら、別のものに変化します。「何か」の名まえを答えなさい。
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問 7　1.2gのマグネシウムを蒸発皿に入れて完全に燃やしたあとに、固体の重さをはかると
2.0gでした。その固体を十分な量の塩酸に加えると、気体の発生は見られませんでした。
また、1.2gのマグネシウムを十分な量の塩酸に加えて、発生した気体の体積をはかった
ところ、 1 Lでした。

（ 1）　発生した気体の名まえを答えなさい。
（ 2）　1.2gのマグネシウムを燃やしている途

と

中
ちゅう

でやめて、その固体を十分な量の塩酸と
反応させたところ、0.３6Ｌの気体が発生しました。1.2gのマグネシウムのうち、燃や
すのをやめるまでに何gのマグネシウムが反応していたと考えられますか。

（ ３）　1.2gのマグネシウムをはかり取り、 1年間空気中にそのまま置いた後に十分な量
の塩酸を加える実験をしました。このとき、発生した気体の体積は 1 Lと比べてど
うなりますか。理由とともに答えなさい。

　　農太郎君は最後に線香花火をはじめました。線香花火の様子を観察すると、先
せん

端
たん

にできる
火の玉から火花が飛び出しています。不思議に思った農太郎君がお父さんに尋ねると、「火の
玉の中でできた気体が膨

ふく

らみ、破
は

裂
れつ

して火の玉の一部を吹き飛ばすためだよ。これは、炭酸
飲料で浮

う

かんでくるあわがはじけてしずくをとばすのと同じしくみだよ。」と教えてくれました。

問 8　この線香花火の火薬の原料には、硝
しょう

酸
さん

カリウムや硫
い

黄
おう

、炭素が含まれています。火の
玉の中でできた気体として考えられるものの名まえを 1つ答えなさい。

問 9　炭酸飲料に含まれている気体は以下のどの方法で作ることができますか。次のア～エ
から選び、記号で答えなさい。

ア．過酸化水素水に二酸化マンガンを加える。
イ．水酸化ナトリウム水溶液にアルミニウムを加える。
ウ．塩酸に石灰石を加える。
エ．塩酸にくぎを加える。

問10　花火が終わったあとにコップに入ったろうそくの火を消す場合は、息を吹
ふ

きかける、
空気や風を送る、水をかける以外の方法でどのようにすれば火を消すことができますか。
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（次のページにも問題が続きます）
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2 　ものの重さのかかる点のことを重
じゅう

心
しん

といいます。棒
ぼう

の重心の位置に糸をつけてつるすと水
平につりあいます。図 1のように、同じ厚さで長さ120cm、重さ200gの長方形の板ABを用い
て、糸で水平になるようにつるすと、糸の位置は板ABの中央になりました。このとき、糸の
真下の線上に板の重さ200gがあると考えることができ、糸でつるしたものが水平になること
で重心の位置を確かめることができます。

糸

Ａ Ｂ

60cm 60cm
図 1

問 1　図 1の状態から端
はし

Bの位置に100gのおもりをつるすとき（図 2）、端Aから３0cmの位置
に何gのおもりをつるすと板ABは水平になりますか。

図 2

糸

Ａ Ｂ

30cm

100g
？

問 2　図 ３のように、端Bの位置に100gのおもりをつるすとき、糸の位置を端Aから何cmの
ところに移動すれば板ABは水平になりますか。

図 ３

糸

Ａ Ｂ

100g

？
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問 3　図 4のように、端Aから15cmのところに糸を移動し、ひもを使って板ABが水平にな
るように支えています。このとき、糸には重さ75gのおもりをつるしたときと同じ大き
さの力がかかっていました。ひもの位置は端Aから何cmですか。また、ひもには重さ何g
のおもりをつるしたときと同じ大きさの力がかかっていますか。

図 4

糸 ひも

Ａ Ｂ

？

15cm

　　ものの厚さや形が変わっても重心の位置を求めることができます。長さが80cmで重さ1500g
の大根の重心の位置を求めてみましょう。図 5のように大根を 2本のひもでつるし、その先
に 2つのばねはかりをつけました。重心の位置を求めやすくするために大根の形は円すいと
して考えます。このとき、ばねはかり 1は900g、ばねはかり 2は600gを示していました。

端Ａ 端Ｂ重心

900g

80cm
16cm

ばねはかり１ ばねはかり２

32cm

600g

？

図 5

問 4　 1本のひもで大根を水平につるすには、端Aから何cmのところにひもをつるせばよい
ですか。
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　　重心の位置は棒のような形でなくても糸でつるして確かめることができます。図 6のよう
な同じ厚さの円板の重心の位置は円の中心にあります。重心の位置に糸をつけてつるすと、円
板を水平につるすことができます。

重心

糸

図 6

　　複
ふく

雑
ざつ

な形の重心の位置は、重心の位置がわかりやすい形に分けて考えることで求めること
ができます。分けた部分の重心と重さをそれぞれ考えると、今までと同じように求めること
ができます。図 7の板の重心を求めてみましょう。

問 5　図 7のような同じ厚さで大小 2つの正方形をつないだ板について、点Oから横に何cm
のところに糸をつるすと板は水平になりますか。

O

20cm

10cm 5cm

5cm

5cm

5cm

図 7
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　　図 8のような同じ厚さで半径が18cmの円板から半径 9 cmの円板Ａを切り取った板Ｂの重
心の位置を求めたいときには、円板Ａがついていた元の円板の重心の位置と円板Ａの重心の
位置を考えることで、求めたい重心の位置を考えることができます。

問 6　円板Ａと板Ｂの重さの比を最も簡単な整数比で答えなさい。

問 7　点Oから横に何cmのところに糸をつるすと板Ｂは水平になりますか。

O
9cm

Ｂ

18cm

Ａ

図 8
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　　同じ厚さで一辺の長さ100cm、重さ1000gの正方形の板から、一辺の長さが60cmの正方形
の板を切り取って、残った部分を板Xとしました（図 9）。板Xの重心の位置は、重心の位置が
わかりやすい形に分けることに加えて、重心の位置を縦

たて

と横に分けて考えると求めることが
できます。

糸

板Ｘ

机

板Ｘ

O
P

60cm

30cm

100cm

60
cm

100
cm

図 9 図10

問 8　板Xは点Oから縦に何cm、横に何cmのところに糸をつるすと水平になりますか。

問 9　図10のように板Xを机の上におくと、板Xは机の端Pを支点にして傾
かたむ

いてしまいます。
そこで、糸を使って板Xを水平にして傾かないようにしました。このとき、糸には重さ
何gのおもりをつるしたときと同じ大きさの力がかかっていますか。小数第一位を四捨
五入して整数で答えなさい。
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3 　マメ科の植物について、以下の問いに答えなさい。

　Ⅰ�　エンドウはマメ科の植物です。クローバー（シロツメクサ）もマメ科の植物で、どちらも
葉に切れ込みが入って、1枚の葉が複数の葉の集まりのように見える特

とく

徴
ちょう

があります。ク
ローバーの三つ葉と四つ葉は、葉の切れ込みの違いによるものです。

問 1　マメ科の植物の葉を、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

問 2　マメ科の植物のたねを、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ オエ
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Ⅱ　次の文は、メンデルの遺伝のしくみの発見について述べたものです。

　オーストリアのメンデルは、マメ科のエンドウを材料
に雑種の研究を行いました。雑種と言えばイヌやネコで
異なった品種が混ざった個体を思い浮かべますが、メン
デルはこの雑種がどのような割合で生まれるのかを調べ
る目的で実験を行い、その研究のなかから現在知られる
「メンデルの遺伝の法則」が発見されました。
　図 1のようにメンデルの行ったエンドウのかけ合わせ
の実験では、はじめに何代かけ合わせても「丸い種子」し
かできない純

じゅん

粋
すい

な性質の種子を作り、同じく純粋な性質
の「しわの種子」を作ってそれぞれを「親」としてかけ合わ
せました。メンデルの職業は生物学者ではなく、修道士
でした。助手の人に手伝ってもらい、修道院の庭で栽培
実験を行いました。まず純粋な丸い種子を撒

ま

いて育ったエンドウの花に、純粋なしわの種子
を撒いて咲いた花のおしべの花粉を受粉させました。実った「雑種 1代目の種子の形は全て
丸」でした。次にこの種子を撒いて育った花を自家受粉させた結果について、助手から受けた
報告は、「雑種 2代目の種子の形は、丸い種子としわの種子の割合が ３：1」というものでした。
　1866年に発表した雑種植物の研究のなかで、メンデルはこの実験結果について、次のよう
な説明を行いました。
　　・親から子どもには因子（現在で言う遺伝子）によって性質が伝えられる。
　　・因子には現れ方に強い弱いがあり、雑種 1代目では、強い方の性質が現れる。
　メンデルはエンドウについて、丸としわだけでなく全部で 7つの性質を調べました。この
すべての性質について、雑種 1代目ではどちらか一方の性質が現れ、雑種 2代目では現れ方
の強い方の性質と弱い方の性質が ３： 1の割合で現れました。

雑種１代目

親 丸

丸

しわ

しわ

全て丸

３ １

AA aa

Aa

雑種２代目

図 1　エンドウの交配
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　　これをもとに行った、遺伝に関する授業について、以下の文章を読み、（ア）～（ク）に適す
る文字や数字を答えなさい。

　それではこれから、遺伝のしくみについての授業を行います。エンドウの種子の形を例に、
説明しますので、遺伝のルールにしたがったゲームとして考えて下さい。

①　まず親から雑種 1代目へ、それぞれ 1つずつの因子（遺伝子）が渡されます。
　 丸い種子の親からは丸の因子、しわの種子の親からはしわの因子をもらい、雑種 1代目は
「形」についての 2つの因子を持つことになります。

②　雑種 1代目は、親からもらった丸の因子としわの因子を持っています。
　 この因子をアルファベットで表すことにします。このとき雑種 1代目に現れる丸の性質は、
現れ方が強いので大文字で示します。現れなかった性質は同じアルファベットの小文字で
示します。雑種 1代目のもつ因子の組み合わせはAaとなり、現れ方が強いAの性質が現れ
て種子の形は丸になります。

親
ＡＡ　丸い種子
ａａ　しわの種子

因子 雑種１代目
Ａ
ａ

Ａ
Ａａ　丸い種子

ａ

　次に雑種 1代目である Aa　丸い種子 を撒いて、咲いた花を自家受粉します。
　Aaの花のおしべの花粉から雑種 2代目に伝えられる因子はAかaの 2種類です。
　めしべの胚しゅから雑種 2代目に伝えられる因子もAかaの 2種類です。

めしべ
因子

花粉

胚しゅ

を撒いて咲いた花

Ａａ　丸い種子 Ａ

ａ

Ａ

ａ

　胚しゅの因子A、aと花粉の因子A、aの組み合わせによって、雑種 2代目は次のようにな
ります。
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・ 胚しゅから因子A、花粉から因子Aをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはAAとな
り、種子の形は丸になります。
・ 胚しゅから因子A、花粉から因子aをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはAaとな
り、種子の形は丸になります。
・ 胚しゅから因子a、花粉から因子Aをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはaAとな
り、種子の形は丸になります。
・ 胚しゅから因子a、花粉から因子aをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはaaとな
り、種子の形はしわになります。

　よって、雑種 2代目の種子の形は　丸：しわ＝ ３： 1となります。

　次は、種子の中の子葉の色について、考えてみましょう。子葉の色が黄色の因子をB、緑
色の因子をbとします。
　子葉が黄色（BB）と緑色の親をかけ合わせて生まれた雑種 1代目の持つ因子の組み合わせ
はBbで、現れる子葉は（ ア�）色になります。
　胚しゅの因子B、ｂと、花粉の因子B、ｂの組み合わせでは、雑種 2代目は次のようになり
ます。

・ 胚しゅから因子B、花粉から因子Bをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはBBとな
り、子葉は黄色になります。
・ 胚しゅから因子B、花粉から因子bをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはBbとな
り、子葉は（ ア�）色になります。
・  胚しゅから因子b、花粉から因子Bをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはbBとな
り、子葉は黄色になります。
・  胚しゅから因子b、花粉から因子bをもらうと雑種 2代目の因子の組み合わせはbbとな
り、子葉は（ イ�）色になります。
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　今度は、いままで別々に考えていた種子の形と子葉の色の両方に注目して、かけ合わせを
行ってみましょう。この場合のルールも今までと同じです。
　まず雑種 1代目の種子はAaBbで、種子の形が丸で子葉の色が（ア）色です。
表 1には雑種 1代目のAaBbにできる 4種類の花粉の因子を横軸に、 4種類の胚しゅの因子
を縦
たて

軸
じく

に示します。そして、因子の組み合わせで生まれる雑種 2代目の因子の組み合わせと
種子の形と子葉の色を示します。

表 1
花粉

胚しゅ AB Ab aB ab

AB 例①AABB
　丸 黄色

AABb AaBB 例②AaBb
　丸（ア）色

Ab AAbb

aB AaBB

ab AaBb

（ 1 ）　表のなかの雑種 2代目は、次の例のように表せます。
　　　例①のように胚しゅから因子AB、花粉から因子ABをもらうと雑種 2代目の因子
の組み合わせはAABBとなり、種子の形は丸、子葉は黄色となります。

　　　例②のように胚しゅから因子AB、花粉から因子abをもらうと雑種 2代目の因子
の組み合わせはAaBbとなり、種子の形は丸、子葉は（ア）色となります。

（ 2）　これまでの結果を利用して、次のように考えることもできます。

　表のなかの16個の種子のうち、雑種 2代目に現れる丸い種子としわの種子の
割合は ３： 1なので丸い種子は（ ウ�）個、しわの種子は（ エ�）個です。
　雑種 2代目に現れる子葉が黄色の種子と緑色の種子の割合は ３：1なので、丸
の種子（ ウ�）個のうち子葉が黄色の種子は（ オ�）個、緑色の種子は（ カ�）個です。
　また、雑種 2代目のしわの種子（ エ�）個のうち子葉が黄色の種子は（ キ�）個、緑
色の種子は（ ク�）個です。
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4 　農子さんはある日、月初めの一日はなぜ「ついたち」と読むのだろうと疑問をいだき、調べ
てみることにしました。
　　辞書には、「『ついたち』とは『つきたち（月立ち）�』の音が変化したものとされる。」と記され
ていました。また、「月立ち」の「立ち」は、「出現する」「現れる」といった意味で、月の満ち欠
けによって月日を数えていた時代に、新月が現れる日をその月の始めの日としていたことに
由来するということがわかりました。
　　農子さんは、次に、月や月の満ち欠けにつ
いて調べてみることにしました。
　　辞典には、「月の直径は、地球の直径の

約�
1
4
�倍で、地球から月までの距離は約38万

kmであり、地球から見た月の大きさと太陽の
大きさはほぼ同じである。また、太陽の直径
は、地球の直径の約100倍である。」と記されて
いました。右の図 1は、北極のはるか上空か
ら見た月と地球の関係を模式的に表したもの
です。

問 1　辞典を読み終えた農子さんは、月と太陽の見え方と実際の直径の関係から、地球と太
陽の距離を求めてみることにしました。農子さんが求めた地球と太陽の距離は何kmですか。

問 2　惑
わく

星
せい

のまわりを回る月のような星を何と言いますか。

問 3　月の公転運動の向きは、図 1のX、Yのどちらですか。

問 4　新月となるときの月の位置を図 1のA～Dから選び、記号で答えなさい。

問 5　新月から次の新月までの月の満ち欠けする様子を、図 2のア～オを用いて、正しい順
に並び替えて答えなさい。

ア イ ウ エ オ
図 2　地球からみた月の形

月

地球 Ｄ

Ｘ

Ｙ

Ｂ

Ａ

Ｃ

太
陽
の
光

図 1　月と地球の関係の模式図
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問 6　図 2のエの形の月について次の各問いに答えなさい。

（ 1）　南中する時刻として正しいものを、次のア～キから選び、記号で答えなさい。

ア．正午頃　　　　　イ．午後 ３時頃　　　ウ．午後 6時頃　　　エ．午後 9時頃
オ．午前 0時頃　　　カ．午前 ３時頃　　　キ．午前 6時頃

（ 2）　 ３日後の（ 1）と同じ時刻には、月は（E）の空に見えました。（E）にあてはまるもの
を、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．東　　　イ．南東　　　ウ．南　　　エ．南西　　　オ．西

問 7　図 2のイの形の月が夜見える位置を、図 ３
のａ～ｇからすべて選び、記号で答えなさい。
　ただし、夜は午後 6時から次の日の午前 6
時までとします。

問 8　図 4は、ある日の南の空に見えた月の様子
です。この月について、次の各問いに答えな
さい。

（ 1）　この形の月を何と言いますか。
（ 2）　この月が西の空の点線の位置にあると

きは、どのように見えますか。見えない
部分を黒く塗りつぶし、見える部分をそのまま残すように、図の中に描きなさい。

ｄ

南東 西

ｃ

ｂ

ａ

ｅ

ｆ

ｇ

図 ３

南東 西

図 4
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問 9　太陽の光が地球にあたり、地球の影の中を月が通過することによってみられる現象を
何と言いますか。また、そのときに月はどの位置にあると考えられますか。図 1のＡ～
Ｄの中から選び、記号で答えなさい。

　　ある夜、農子さんは望遠鏡で夜空を観測して、右図
のようなきれいな満月を観ることができました。観測
を終えた農子さんは、あの月面の中央あたりに長期間
滞在することができたら、地球はどのように観測でき
るのだろうかと疑問に思い、考えてみました。

問10　月面の中央から観測される地球の様子として適
するものを、次のア～キからすべて選び、記号で
答えなさい。

ア．満月のときは青い地球を見ることができない。
イ．満月のときのみ青い地球を見ることができる。
ウ．同じ形の地球が常に見え地球の満ち欠けは見られない。
エ．24時間周期の地球の満ち欠けが見られる。
オ．24時間周期の地球の出と地球の入りが見られる。
カ．約３0日周期の地球の満ち欠けが見られる。
キ．約３0日周期の地球の出と地球の入りが見られる。

引用：国立天文台より



東京農業大学第一高等学校中等部

令和 3年度　入学試験（ 2月 1日実施）理科　解答用紙

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

3 Ⅰ問1
問
2

Ⅱ

ア イ ウ エ

オ カ キ ク

2

問
4 cm

問
5 cm

問
6 A：B＝　　　 ：　　　 問7 cm

問
1 g

問
2 cm

問
3
位置

cm

力

g

問
8
縦

cm

横

cm
問
9 g

1

4 問
1 km

問
2

問
3

問
4

問
5 　　新月　⇒　　　　　⇒　　　　　⇒　　　　　⇒　　　　　⇒　　　　　⇒　新月　　

問
6
（1） （2） 問

7

問
8

（1） （2）

問
9
現象 月の位置 問

10

問
1

問
2

問
3

問
4

問
8

問
9

問
7

（1） （2）

g
（3）

問
5

問
6

問
10



令和 3年度　入学試験（ 2月 1日実施）

国　語
［40分］

［注意事項］

１．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．問題は １ページ〜１4ページの合計１4ページあります。
　　ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手を挙
あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。
6．解答の際、句読点、括

かっこ

弧などの記号は字数に含
ふく

むものとします。

東京農業大学第一高等学校中等部



─ 1 ─

一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら

が
な
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

ス
ス
キ
の
グ
ン
セ
イ
す
る
高
原
。

②　

道
に
落
ち
て
い
た
定
期
券
を
シ
ュ
ウ
ト
ク
す
る
。

③　

長
く
伸
び
た
髪
の
毛
を
タ
バ
ネ
ル
。

④　

歴
史
的
に
キ
チ
ョ
ウ
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。

⑤　

明
治
時
代
は
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
。

⑥　

新
し
い
土
地
で
商
い
を
始
め
る
。

⑦　

机
上
の
空
論
を
振
り
か
ざ
す
。

⑧　

彼
は
、
悪
の
権
化
の
よ
う
な
人
だ
。

二	

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
を
省
略
し
て
あ

り
ま
す
。）

　

改
め
て
述
べ
れ
ば
、
パ
ス
カ
ル
は
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
で
あ
る
。
一
六
歳
の
と
き
に
「
円
錐す
い

曲
線

試
論
」
を
発
表
し
た
ａ

早
熟
の
天
才
数
学
者
で
あ
り
、
ま
た
、
二
度
の
「
回
心
」
を
経
て
信
仰
に
身
を
捧さ
さ

げ
る

こ
と
を
決
意
し
た
宗
教
思
想
家
で
も
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
彼
の
名
を
世
間
に
知
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
『
パ
ン
セ
』
と
い
う
そ
の
著
作
、
そ
し

て
ま
た
そ
の
な
か
に
あ
る
「
考
え
る
※
１

葦あ
し

」
と
い
う
有
名
な
一
節
だ
ろ
う
。
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら

な
く
と
も
、「
考
え
る
葦
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。「
人
間
は
ひ
と

く
き
の
葦
に
す
ぎ
な
い
。
自
然
の
な
か
で
最
も
弱
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」。

　

こ
の
一
節
だ
け
を
読
む
と
、
パ
ス
カ
ル
は
ず
い
ぶ
ん
と
※
２

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
家
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
の
力
を
信
じ
る
、
心
熱
く
、
優
し
い
人
物
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

実
際
に
『
パ
ン
セ
』
を
ひ
も
と
く
と
、
１

そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
吹
き
飛
ぶ
。
パ
ス
カ
ル
は
相
当
な
ｂ

皮
肉
屋

で
あ
る
。
彼
に
は
世
間
を
バ
カ
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
そ
れ
が
最
も
よ
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
の
が
、「
気
晴
ら
し
」
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。

　

退
屈
と
気
晴
ら
し
に
つ
い
て
考
察
す
る
パ
ス
カ
ル
の
出
発
点
に
あ
る
の
は
次
の
考
え
だ
。

人
間
の
不
幸
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
ど
れ
も
人
間
が
部
屋
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
が
た
め
に
起
こ
る
。

部
屋
で
じ
っ
と
し
て
い
れ
ば
い
い
の
に
、
そ
う
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
自
分
で
不
幸
を
招
い

て
い
る
。

　

パ
ス
カ
ル
は
こ
う
考
え
て
い
る
の
だ
。
生
き
る
た
め
に
十
分
な
食
い
扶ぶ

持ち

を
も
っ
て
い
る
人
な
ら
、
そ
れ
で



─ 2 ─

満
足
し
て
い
れ
ば
い
い
。
で
も
お
ろ
か
な
る
人
間
は
、
そ
れ
に
満
足
し
て
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
社
交
に
出
か
け
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
、
賭か

け
事
に
興
じ
て
カ
ネ
を
失
う
。

　

そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
ま
し
だ
が
、
人
間
の
不
幸
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
十
分
な
財
産
を
も
っ
て
い
る
人

は
、
わ
ざ
わ
ざ
高
い
金
を
払
っ
て
軍
職
を
買
い
、
海
や
要よ

う

塞さ
い

の
包
囲
線
に
出
か
け
て
い
っ
て
身
を
危
険
に
さ
ら

す（
パ
ス
カ
ル
の
時
代
に
は
、
軍
の
ポ
ス
ト
や
裁
判
官
の
ポ
ス
ト
な
ど
が
売
り
買
い
さ
れ
て
い
た
）。
も
ち
ろ
ん

命
を
落
と
す
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
部
屋
で
じ
っ
と
し
て

い
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

部
屋
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
と
は
つ
ま
り
、
部
屋
に
一
人
で
い
る
と
や
る
こ
と
が
な
く
て
そ
わ
そ
わ
す

る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
ガ
マ
ン
が
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
退
屈
す
る

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
だ
。
た
っ
た

そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
、
パ
ス
カ
ル
に
よ
れ
ば
人
間
の
す
べ
て
の
不
幸
の
源げ

ん

泉せ
ん

な
の
だ
。

　

彼
は
そ
う
し
た
人
間
の
運
命
を
「
み
じ
め
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
部
屋
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
か
ら
」
と

い
う
実
に
つ
ま
ら
な
い
理
由
で
不
幸
を
招
い
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
２

た
し
か
に
人
間
は
こ
の
上
な
く
「
み

じ
め
」
だ
。

　

話
を
進
め
よ
う
。
こ
こ
か
ら
が
３

パ
ス
カ
ル
の
分
析
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
だ
。

　

人
間
は
退
屈
に
耐た

え
ら
れ
な
い
か
ら
気
晴
ら
し
を
も
と
め
る
。
賭
け
事
を
し
た
り
、
戦
争
を
し
た
り
、
名
誉

あ
る
職
を
も
と
め
た
り
す
る
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
分
か
る
。
し
か
し
人
間
の
み
じ
め
は
そ
こ
で
は
終
わ
ら
な

い
。

　

お
ろ
か
な
る
人
間
は
、
退
屈
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
気
晴
ら
し
を
も
と
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
に
、

自
分
が
追
い
も
と
め
る
も
の
の
な
か
に
本
当
に
幸
福
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
、
と
パ
ス
カ
ル
は
言
う
の
で

あ
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？　

パ
ス
カ
ル
が
あ
げ
る
狩
り
の
例
を
通
し
て
見
て
み
よ
う
。

　

狩
り
と
い
う
の
は
な
か
な
か
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
重
い
装
備
を
も
っ
て
、
一
日
中
、
山
を
歩
き
回
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
お
目
当
て
の
獲え

物も
の

に
す
ぐ
に
出
会
え
る
と
も
限
ら
な
い
。
う
ま
い
こ
と
獲
物
が
見
つ
か
れ
ば
、
躍や
っ

起き

に
な
っ
て
追
い
か
け
る
。
そ
の
あ
げ
く
、
捕
れ
た
捕
れ
な
か
っ
た
で

Ｘ

す
る
。

　

そ
ん
な
狩
り
に
興
じ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
パ
ス
カ
ル
は
こ
ん
な
意
地
悪
な
こ
と
を
考
え
る
。
ウ
サ
ギ
狩
り
に

行
く
人
が
い
た
ら
こ
う
し
て
み
な
さ
い
。「
ウ
サ
ギ
狩
り
に
行
く
の
か
い
？　

そ
れ
な
ら
、
こ
れ
や
る
よ
」。
そ

う
言
っ
て
、
ウ
サ
ギ
を
手
渡
す
の
だ
。

　

さ
て
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？

　

そ
の
人
は
イ
ヤ
な
顔
を
す
る
に
違
い
な
い
。

　

な
ぜ
ウ
サ
ギ
狩
り
に
行
こ
う
と
す
る
人
は
、
お
目
当
て
の
ウ
サ
ギ
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
の
に
、
イ
ヤ
な
顔

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

答
え
は
簡
単
だ
。

Ｙ

か
ら
だ
。

　

狩
り
と
は
何
か
？　

パ
ス
カ
ル
は
こ
う
言
う
。
狩
り
と
は
買
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
た
の
で
は
欲
し
く
も
な

い
ウ
サ
ギ
を
追
い
か
け
て
一
日
中
駆
け
ず
り
回
る
こ
と
で
あ
る
。
人
は
獲
物
が
欲
し
い
の
で
は
な
い
。
退
屈
か

ら
逃
れ
た
い
か
ら
、
気
晴
ら
し
を
し
た
い
か
ら
、
ひ
い
て
は
、
み
じ
め
な
人
間
の
運
命
か
ら
眼
を
そ
ら
し
た
い

か
ら
、
狩
り
に
行
く
の
で
あ
る
。
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狩
り
を
す
る
人
が
欲
し
て
い
る
の
は
、「
不
幸
な
状
態
か
ら
自
分
た
ち
の
思
い
を
そ
ら
し
、
気
を
紛ま

ぎ

ら
せ
て

く
れ
る
騒
ぎ
」
に
他
な
ら
な
い
。
だ
と
い
う
の
に
、
人
間
と
き
た
ら
、
獲
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
本
当
に
幸

福
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
買
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
た
の
で
は
欲
し
く
も
な
い
ウ
サ
ギ
を
手
に
入
れ
る

こ
と
に
本
当
に
幸
福
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

　

パ
ス
カ
ル
は
賭
け
事
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
毎
日
わ
ず
か
の
賭
け
事
を
し
て
、
退
屈
せ
ず

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
人
が
い
る
と
し
よ
う
。「
賭
け
事
を
や
ら
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
、
毎
朝
、
彼
が

一
日
に
も
う
け
ら
れ
る
分
だ
け
の
カ
ネ
を
彼
に
や
っ
て
み
た
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
彼
を
不
幸
に
す
る
こ

と
に
な
る
」。
当
然
だ
。
毎
日
賭
け
事
を
し
て
い
る
人
は
も
う
け
を
欲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　

パ
ス
カ
ル
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
一
般
的
な
言
い
方
で
定
式
化
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
、〈
欲
望
の
対

象
〉
と
〈
欲
望
の
原
因
〉
の
区
別
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
〈
欲
望
の
対
象
〉と
は
、
何
か
を
し
た
い
、
何
か
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
そ
の
気
持
ち
が
向
か
う
先
の
こ
と
、

〈
欲
望
の
原
因
〉と
は
、
何
か
を
し
た
い
、
何
か
が
欲
し
い
と
い
う
そ
の
欲
望
を
人
の
な
か
に
引
き
起
こ
す
も
の

の
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
サ
ギ
狩
り
に
あ
て
は
め
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ウ
サ
ギ
狩
り
に
お
い
て
、〈
欲
望
の
対
象

0

0

〉は
ウ
サ

ギ
で
あ
る
。
た
し
か
に
ウ
サ
ギ
狩
り
を
し
た
い
と
い
う
人
の
気
持
ち
は
ウ
サ
ギ
に
向
か
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
人
は
ウ
サ
ギ
が
欲
し
い
か
ら
狩
り
を
す
る
の
で
は
な
い
。
対
象
は
ウ
サ
ギ
で
な
く

て
も
い
い
の
だ
。
彼
が
欲
し
て
い
る
の
は
、「
不
幸
な
状
態
か
ら
自
分
た
ち
の
思
い
を
そ
ら
し
、
気
を
紛
ら
せ

て
く
れ
る
騒
ぎ
」
な
の
だ
か
ら
。
つ
ま
り
ウ
サ
ギ
は
、
ウ
サ
ギ
狩
り
に
お
け
る
〈
欲
望
の
対
象
〉
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
〈
欲
望
の
原
因

0

0

〉
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
狩
り
を
す
る
人
は
狩
り
を
し
な
が
ら
、

自
分
は
ウ
サ
ギ
が
欲
し
い
か
ら
狩
り
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
込
む
。
つ
ま
り
、〈
欲
望
の
対
象
〉
を
〈
欲
望
の

原
因
〉
と
取
り
違
え
る
。

　

賭
け
事
で
も
同
じ
よ
う
に
〈
欲
望
の
対
象
〉
と
〈
欲
望
の
原
因
〉
を
区
別
で
き
る
。
賭
け
事
を
し
た
い
と
い

う
欲
望
は
も
う
け
を
得
る
こ
と
を
対
象
と
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
賭
け
事
を
し
た
い
と
い
う
欲
望
の
原
因

で
は
な
い
。
繰
り
返
す
が
、「
毎
日
カ
ネ
を
や
る
か
ら
賭
け
事
を
や
め
ろ
」と
言
う
な
ら
、
あ
な
た
は
そ
の
人
を

不
幸
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
の
人
は
も
う
け
が
欲
し
い
か
ら
賭
け
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ

か
ら
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
、〈
欲
望
の
原
因
〉は
部
屋
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
退
屈
に
耐
え
ら
れ

な
い
か
ら

0

0

、
人
間
の
み
じ
め
さ
か
ら
眼
を
そ
ら
し
た
い
か
ら
0

0

、
気
晴
ら
し
が
ほ
し
い
か
ら
0

0

、
汗
水
た
ら
し
て
ウ

サ
ギ
を
追
い
も
と
め
、
財
産
を
失
う
危
険
を
冒
し
て
賭
け
事
を
行
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
は
〈
欲
望

の
対
象
〉
と
〈
欲
望
の
原
因
〉
を
取
り
違
え
る
。
ウ
サ
ギ
が
欲
し
い
か
ら
ウ
サ
ギ
狩
り
に
行
く
の
だ
と
思
い
込
む
。

　

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
気
晴
ら
し
は
要
す
る
に
何
で
も
よ
い
の
だ
と
い
う
気
す
ら
し
て
く
る
。
退
屈
を
紛
ら

し
て
く
れ
る
な
ら
何
で
も
い
い
。
あ
と
は
、
選
択
可
能
な
気
晴
ら
し
の
な
か
か
ら
、
個
人
個
人
に
あ
っ
た
も
の

が
選
ば
れ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
。

　

だ
が
、
た
し
か
に
何
で
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
は
い
え
、
条
件
は
あ
る
。
簡
単
だ
。
気
晴
ら
し
は
熱
中

0

0

で
き
る
も
の

0

0

0

0

0

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
晴
ら
し
は
騒
ぎ
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
な
ぜ
熱
中
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

熱
中
で
き
な
け
れ
ば
、
あ
る
事
実
に
思
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い
至
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
気
晴
ら
し
の
対
象
が
手
に
入
れ
ば
自
分
は
本
当
に
幸
福
に
な
れ
る
と
思
い
込

ん
で
い
る
と
い
う
事
実
、
も
っ
と
言
え
ば
、
自
分
を
だ
ま
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
事
実
の
こ
と
だ
。

　

パ
ス
カ
ル
は
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
気
晴
ら
し
に
は
熱
中
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
熱
中
し
、
自
分
の
目
指

し
て
い
る
も
の
を
手
に
入
れ
さ
え
す
れ
ば
自
分
は
幸
福
に
な
れ
る
と
思
い
込
ん
で
、「
４

自
分
を
だ
ま
す
必
要

が
あ
る
の
で
あ
る
」。

　
〈
欲
望
の
対
象
〉
と
〈
欲
望
の
原
因
〉
の
区
別
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
も
い
い
。
人
は
、
自
分
が

〈
欲
望
の
対
象
〉
を
〈
欲
望
の
原
因
〉
と
取
り
違
え
て
い
る
と
い
う
事
実
に
思
い
至
り
た
く
な
い
。
そ
の
た
め
に

熱
中
で
き
る
騒
ぎ
を
も
と
め
る
。

　

自
分
を
だ
ま
す
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
深
刻
な
趣お

も
むき
な
ど
す
こ
し
も
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
。

人
間
は
部
屋
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
必
ず
気
晴
ら
し
を
も
と
め
る
。
つ
ま
り
、
退
屈
と
い
う
の
は
人
間
が

け
っ
し
て
振
り
払
う
こ
と
の
で
き
な
い
〝
病
〟
で
あ
る
。
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
避
け
が
た
い

0

0

0

0

0

病
は
、

ウ
サ
ギ
狩
り
と
か
賭
け
事
の
よ
う
な
熱
中
で
き
る
も
の
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
簡
単
に
避
け
ら
れ
る

0

0

0

0

0

の
だ
。
こ

こ
に
人
間
の
み
じ
め
さ
の
本
質
が
あ
る
。
人
間
は
い
と
も
簡
単
に
自
分
を
だ
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
い
ま
私
た
ち
は
パ
ス
カ
ル
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
人
間
の
お
ろ
か
さ
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
上
げ
て

論
じ
て
い
る
。
ま
る
で
そ
れ
が
人
ご
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
。

　

先
に
〈
欲
望
の
対
象
〉
と
〈
欲
望
の
原
因
〉
と
を
区
別
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
実
に
便
利
な
区
別
で
あ
る

か
ら
、
日
常
生
活
で
応
用
し
た
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
ぶ
ん
、「
君
は
自
分
の
〈
欲
望
の
原

因
〉
と
〈
欲
望
の
対
象
〉
と
を
取
り
違
え
て
い
る
な
」
と
指
摘
で
き
る
場
面
は
日
常
生
活
の
な
か
に
数
多
く
存

在
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
も
し
あ
な
た
が
、
ウ
サ
ギ
狩
り
や
賭
け
事
の
た
ぐ
い
の
気
晴
ら
し
に
熱
中
し
て
い
る
人
に
向
か
っ
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
立
て
て
、
い
い
気
に
な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
パ
ス
カ
ル
か
ら
次
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。

─
５

そ
ん
な
風
に
し
て
〈
欲
望
の
原
因
〉
と
〈
欲
望
の
対
象
〉
の
取
り
違
え
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
の

君
の
よ
う
な
人
こ
そ
、
も
っ
と
も
お
ろ
か
な
者
だ
。

　

パ
ス
カ
ル
は
こ
う
言
っ
て
い
る
の
だ
。

　

人
間
は
つ
ま
ら
な
い
存
在
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
ば
台
の
上
で
玉
突
き
す
る
だ
け
で（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
こ
と
）

十
分
に
気
を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ん
の
目
的
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
翌
日
、
友

人
た
ち
に
う
ま
く
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
を
自
慢
し
た
い
か
ら
だ
。

　

同
じ
よ
う
に
学
者
ど
も
は
、
い
ま
ま
で
だ
れ
も
解
け
な
か
っ
た
代
数
の
問
題
を
解
い
た
と
他
の
学
者
た
ち
に

示
し
た
い
が
た
め
に
書
斎
に
閉
じ
籠
も
る
。

　

そ
し
て
最
後
に

─
こ
こ
！

─
こ
う
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
身
を
粉
に
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

そ
れ
も
「
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
っ
と
賢
く
な
る
た
め
で
は
な
く
、
た
だ
単
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
ぞ
と
示
す
た
め
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
こ
そ
、
こ
の
連
中
の
な
か
で
も
っ
と
も
お
ろ
か
な
者
で
あ
る
」。

　

狩
り
や
賭
け
事
は
気
晴
ら
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
君
は
、
自
分
が
も
と
め
て
い
る
も
の
を
手
に
入
れ
た
と
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し
て
も
幸
福
に
は
な
ら
な
い
よ
」
な
ど
と
訳
知
り
顔
で
人
に
指
摘
し
て
回
る
の
も
同
じ
く
気
晴
ら
し
な
の
だ
。

　

し
か
も
そ
の
人
は
、
先
に
見
た
取
り
違
え
の
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
、
自
分
は
そ
こ
に
は
陥お

ち
いっ
て
い
な
い
と

思
い
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
人
は
も
っ
と
も
お
ろ
か
だ
と
パ
ス
カ
ル
は
言
う
の
で
あ
る
。

 

（
國
分
功
一
朗
『
暇
と
退
屈
の
倫
理
学
』
に
よ
る
）

※
１　

葦
…
…
イ
ネ
科
の
植
物
で
、
折
れ
や
す
く
も
ろ
い
。

※
２　

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
…
…
人
間
性
・
人
間
愛
を
肯こ

う

定て
い

す
る
立
場
。

問
一　

二
重
傍
線
部
ａ
「
早
熟
」、
ｂ
「
皮
肉
屋
」
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次

の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ
「
早
熟
」

　

ア　

例
外
的
に
、
生
ま
れ
つ
き
手
に
入
れ
て
い
る
こ
と
。

　

イ　

急
速
に
発
達
し
、
そ
の
後
成
長
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
こ
と
。

　

ウ　

平
均
値
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
成
長
す
る
こ
と
。

　

エ　

通
常
の
場
合
よ
り
も
早
く
身
に
つ
く
こ
と
。

　

オ　

予
想
よ
り
も
早
く
失
わ
れ
る
こ
と
。

ｂ
「
皮
肉
屋
」

　

ア　

は
っ
き
り
口
に
出
し
否
定
す
る
人
。

　

イ　

遠
ま
わ
し
に
相
手
を
非
難
す
る
人
。

　

ウ　

マ
イ
ナ
ス
志
向
で
感
情
が
な
い
人
。

　

エ　

言
い
た
い
こ
と
を
隠
さ
ず
言
う
人
。

　

オ　

相
手
を
見
下
す
発
言
を
す
る
人
。

問
二　

傍
線
部
１
「
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
か
。
最
も

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
間
の
考
え
る
力
を
認
め
、
葦
の
よ
う
な
弱
さ
を
克
服
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
、
人
間
を
称

賛
す
る
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
。

イ　

人
間
の
葦
の
よ
う
な
弱
さ
を
積
極
的
に
賞
賛
す
る
こ
と
で
、
考
え
る
力
を
尊
重
し
、
人
間
の
可

能
性
を
信
じ
る
イ
メ
ー
ジ
。

ウ　

人
間
の
考
え
る
力
に
価
値
を
見
い
出
し
、
葦
の
よ
う
な
折
れ
る
こ
と
の
な
い
力
強
さ
も
、
人
間

の
良
い
と
こ
ろ
と
し
て
尊
重
す
る
イ
メ
ー
ジ
。

エ　

人
間
と
葦
の
優
劣
を
比
べ
る
こ
と
で
、
人
間
の
考
え
る
力
を
特
筆
す
べ
き
も
の
と
捉
え
、
人
間

の
す
ば
ら
し
さ
を
肯
定
す
る
イ
メ
ー
ジ
。

オ　

人
間
は
一
本
の
葦
の
よ
う
に
か
弱
き
存
在
だ
と
し
た
上
で
、
人
間
の
持
っ
て
い
る
考
え
る
力
を

尊
重
す
る
、
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
。
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問
三　

傍
線
部
２
「
た
し
か
に
人
間
は
こ
の
上
な
く
「
み
じ
め
」
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
み
じ
め
」
な

の
で
す
か
。
誤
っ
て
い
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

部
屋
で
じ
っ
と
で
き
な
い
の
は
人
間
の
宿
命
で
あ
り
、
気
張
ら
し
を
求
め
て
不
幸
な
状
況
を
自

ら
招
い
て
い
る
か
ら
。

イ　

人
間
は
部
屋
で
じ
っ
と
で
き
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
戦
争
や
重
職
に
就
く
と
い
っ
た
大
変

な
状
況
に
身
を
投
じ
よ
う
と
す
る
か
ら
。

ウ　

退
屈
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
間
は
、
身
の
丈
に
合
わ
な
い
重
要
な
仕
事
を
自
分
か
ら
選
ぶ
こ
と
で
、

大
失
敗
を
招
く
か
ら
。

エ　

人
間
は
簡
単
に
自
ら
を
あ
ざ
む
き
、
単
な
る
気
晴
ら
し
の
中
に
も
本
当
の
幸
福
が
あ
る
と
思
い

込
ん
で
い
る
か
ら
。

オ　

人
間
は
生
き
る
た
め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
外
に
出
る
こ
と
を
我
慢
で
き
ず
、
自
ら
危

険
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と
す
る
か
ら
。

※
こ
ち
ら
の
問
題
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、
国
語
の
受
験
者
全
員
を
正
解
と
し
て
採
点
い
た
し
ま
し
た
。

問
四　

傍
線
部
３
「
パ
ス
カ
ル
の
分
析
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
「
お
も

し
ろ
い
」
と
言
え
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
間
性
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
は
ず
の
パ
ス
カ
ル
が
、
実
は
人
間
ぎ
ら
い
の
一

面
を
持
っ
て
い
る
点
。

イ　

ウ
サ
ギ
狩
り
や
賭
け
事
と
い
う
具
体
例
を
通
し
て
、
人
間
の
お
ろ
か
し
さ
に
つ
い
て
、
あ
え
て

肯
定
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
点
。

ウ　

ウ
サ
ギ
狩
り
や
賭
け
事
で
は
人
間
は
絶
対
に
幸
せ
に
な
れ
な
い
こ
と
を
、
自
分
の
失
敗
談
を
用

い
て
説
明
し
て
い
る
点
。

エ　

人
間
は
、
自
分
が
間
違
え
て
い
て
も
、
自
分
だ
け
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
を
指
摘
す
る
点
。

オ　

人
間
は
、
ど
ん
な
に
偉
く
な
っ
て
も
他
人
に
何
か
を
自
慢
し
た
い
と
い
う
子
ど
も
ら
し
い
一
面

を
持
つ
こ
と
を
発
見
し
た
点
。

問
五　

空
欄

Ｘ

に
入
る
四
字
熟
語
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

一
朝
一
夕

イ　

一
喜
一
憂

ウ　

破
顔
一
笑

エ　

一
気
呵
成

オ　

一
長
一
短
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問
六　

空
欄

Ｙ

に
入
る
文
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

ウ
サ
ギ
狩
り
で
得
る
は
ず
の
興
奮
を
先
取
り
さ
れ
て
し
ま
っ
た

イ　

ウ
サ
ギ
狩
り
に
行
く
人
は
ウ
サ
ギ
が
欲
し
い
の
で
は
な
い

ウ　

手
に
入
れ
た
ウ
サ
ギ
は
好
み
の
ウ
サ
ギ
で
は
な
か
っ
た

エ　

ウ
サ
ギ
狩
り
に
行
く
こ
と
で
ウ
サ
ギ
を
手
に
入
れ
た
か
っ
た

オ　

手
に
入
っ
た
ウ
サ
ギ
は
思
っ
た
よ
り
小
さ
い
ウ
サ
ギ
だ
っ
た

問
七　

傍
線
部
４
「
自
分
を
だ
ま
す
必
要
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
誤
っ

て
い
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

退
屈
を
な
く
す
に
は
楽
し
い
気
晴
ら
し
へ
の
熱
中
が
必
要
で
あ
る
上
、
退
屈
す
る
本
当
の
理
由

に
気
が
つ
く
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
。

イ　

た
と
え
気
晴
ら
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
当
の
幸
福
は
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
残
酷
な
事
実
に

思
い
至
り
た
く
な
い
か
ら
。

ウ　

気
晴
ら
し
に
熱
中
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
分
の
退
屈
が
解
消
し
、
真
の
幸
福
が
手
に
入
る
と
思
い

込
む
必
要
が
あ
る
か
ら
。

エ　

気
晴
ら
し
が
な
け
れ
ば
退
屈
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
熱
中
で
き
る
気
晴
ら
し
が
不

可
欠
で
あ
る
か
ら
。

オ　

幸
福
感
を
得
る
た
め
に
は
気
晴
ら
し
が
必
要
だ
と
思
う
こ
と
で
、
自
ら
の
退
屈
を
帳
消
し
に
で

き
る
と
考
え
る
か
ら
。

問
八　

傍
線
部
５
「
そ
ん
な
風
に
し
て
〈
欲
望
の
原
因
〉
と
〈
欲
望
の
対
象
〉
の
取
り
違
え
を
指
摘
し
て
い
る

だ
け
の
君
の
よ
う
な
人
こ
そ
、
も
っ
と
も
お
ろ
か
な
者
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理

由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

他
者
の
気
晴
ら
し
を
批
判
す
る
人
は
、
自
分
も
い
ず
れ
そ
の
気
晴
ら
し
に
熱
中
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
思
い
至
っ
て
い
な
い
か
ら
。

イ　

他
者
の
気
晴
ら
し
に
つ
い
て
否
定
す
る
人
は
、
自
分
だ
け
が
そ
の
行
為
の
無
意
味
さ
に
気
づ
い

て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
か
ら
。

ウ　

気
晴
ら
し
の
無
意
味
さ
を
指
摘
す
る
だ
け
の
人
は
、
な
ぜ
人
間
に
気
晴
ら
し
が
必
要
な
の
か
を

根
底
か
ら
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
か
ら
。

エ　

気
晴
ら
し
が
本
質
的
に
み
じ
め
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
ふ
り

を
し
て
自
分
を
だ
ま
し
て
い
る
か
ら
。

オ　

他
者
が
楽
し
む
気
晴
ら
し
に
つ
い
て
批
判
す
る
人
は
、
自
身
の
行
動
も
ま
た
気
晴
ら
し
に
す
ぎ

な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
。
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問
九　

本
文
の
内
容
お
よ
び
筆
者
の
主
張
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
カ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

賭
け
ご
と
を
す
る
人
が
求
め
て
い
る
の
は
、
も
う
け
を
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
退
屈
な
気
持
ち

を
紛
ら
わ
せ
て
く
れ
る
騒
ぎ
に
す
ぎ
な
い
。

イ　

人
間
は
〈
欲
望
の
原
因
〉
と
〈
欲
望
の
対
象
〉
を
し
ば
し
ば
混
同
す
る
が
、
そ
の
こ
と
に
思
い

至
り
た
く
な
い
た
め
に
気
晴
ら
し
を
求
め
る
。

ウ　

パ
ス
カ
ル
に
よ
れ
ば
も
っ
と
も
お
ろ
か
な
人
と
は
、
他
者
の
気
晴
ら
し
を
指
摘
し
、
自
分
は
何

も
気
晴
ら
し
を
持
っ
て
い
な
い
人
の
こ
と
で
あ
る
。

エ　

気
晴
ら
し
と
は
夢
中
に
な
れ
る
対
象
の
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
真
の
幸
福
と
は
何
か
を
気
づ
か

せ
る
よ
う
な
も
の
の
こ
と
を
言
う
。

オ　

人
間
の
不
幸
は
、「
家
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
」と
い
う
理
由
か
ら
気
晴
ら
し
を
求
め
て
し

ま
う
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

カ　

人
間
の
お
ろ
か
さ
を
自
覚
し
て
い
れ
ば
、〈
欲
望
の
原
因
・
対
象
〉
を
取
り
違
え
る
こ
と
が
な
く

な
り
、
気
晴
ら
し
を
求
め
な
い
よ
う
に
な
る
。

三	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
一
部
省
略
し
て
あ
り

ま
す
。）

　
「
科
学
的
」と
言
う
と
き
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
、
客
観
的
で
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
ま
す
。
学
校
で
も
、
理
科
が
好
き
な
人
は
「
答
え
が
一
つ
に
決
ま
る
か
ら
」「
理
屈
で
考
え
ら
れ
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
を
あ
げ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
科
学
へ
の
信
頼
を
利
用
し
て
人
を
信
じ
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

人
た
ち
も
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
が
「
１

疑
似
科
学
」
で
す
。

　
「
疑
似
」
と
は
「
似
て
い
る
け
ど
違
う
」
と
い
う
意
味
で
、「
ニ
セ
」
と
言
い
換
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
科
学
も
ど
き
」
と
呼
ん
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

科
学
的
な
手
法
で
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
よ
く
検
討
す
る
と
科
学
的
根
拠
が
な
い
も
の
、
あ
や

し
い
仮
説
に
科
学
者
が
ａ
お
墨
付
き
を
与
え
て
そ
れ
ら
し
く
見
せ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
科
学
に
詳
し
く

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
見
分
け
る
の
が
や
っ
か
い
で
す
。

　

二
〇
年
ほ
ど
前
、『
水
か
ら
の
伝
言
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
写
真
集
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
各
地

の
水
道
水
や
湖
の
水
を
凍
ら
せ
、
で
き
た
氷
の
結
晶
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

　

日
本
で
初
め
て
雪
を
人
工
的
に
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
物
理
学
者
の
中な

か

谷や

宇う

吉き
ち

郎ろ
う

が
「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ

た
手
紙
」（『
雪
』、
岩
波
文
庫
）と
い
う
言
葉
を
残
し
た
よ
う
に
、
雪
や
氷
の
結
晶
が
見
せ
る
表
情
は
ど
こ
か
神

秘
的
で
、
眺な

が

め
る
だ
け
で
も
心
が
い
や
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
写
真
集
は
「
水
は
言
葉
を
理
解
す
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
主
張
や
実
証

方
法
に
私
は
当
初
か
ら
違
和
感
を
覚
え
た
の
で
す
が
、
ま
ず
は
彼
ら
の
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

透
明
な
瓶び

ん

に
水
を
い
れ
、
日
本
語
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
書
い
た
紙
を
瓶
の
内
側
に
向
け
て
張
り
ま
す
。
し
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ば
ら
く
し
て
瓶
の
中
の
水
の
し
ず
く
を
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
垂た

ら
し
て
凍
ら
せ
ま
す
。
す
る
と
、
き
れ
い
な
結
晶

が
で
き
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、「
ば
か
や
ろ
う
」
と
か
「
ム
カ
ツ
ク
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
言
葉
を
書
い
た
紙
を
張
っ
た
瓶
の
中

の
水
は
、
結
晶
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
整
っ
て
い
な
い
結
晶
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
い
ま
す
。

　

英
語
や
ハ
ン
グ
ル
な
ど
の
外
国
語
で
試
し
た
実
験
で
も
、
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

言
葉
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を「
聴
か
せ
た
」水
を
凍
ら
せ
て
み
る
実
験
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
仏
教
の
お
経
で
は
、
き
れ
い
な
結
晶
に
な
り
、
悲
し
い
歌
詞
の
民
謡
や
、
攻
撃
的
な
歌
詞
と

リ
ズ
ム
が
特
徴
の
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
音
楽
は
、
結
晶
が
で
き
な
い
、
と
い
う
結
果
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
が
文
字
を
認
識
し
、
意
味
を
理
解
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
天
地
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
発
見
で
す
が
、
聴
覚
ま
で
あ
る
と
は
初
耳
で
す
。
あ
と
が
き
に
は
「
ひ
と
り
よ
が
り
の
本
に
な
る

の
で
は
な
く
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
研
究
を
科
学
的
、
哲
学
的
な
意
味
合
い
に
引
き

上
げ
て
い
く
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
著
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
受
け
止
め
ま
し
た
か
。
カ
ガ
ク
力
が
少
々
身
に
つ
い
た
私
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
典
型
的

な
疑
似
科
学
で
す
。

　

そ
う
結
論
付
け
る
理
由
を
説
明
す
る
前
に
、
２

科
学
の
お
作
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
有
名
な
「
万
有
引
力
の
発
見
」
を
例
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
科
学
者
に
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
い
ま
す
。「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
リ
ン
ゴ
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
一
六
六
五
年
、
す
べ
て
の
物
体
が
お
互
い
に
引
っ
張
り
あ
っ
て
い
る
、

と
す
る
「
万
有
引
力
の
法
則
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
い
ま
な
お
イ
ギ
リ
ス
人
が
尊
敬
す
る
有
名
人
ベ
ス
ト
一
〇

に
入
っ
て
く
る
偉
人
で
す
。

　

熟
し
た
リ
ン
ゴ
の
実
が
枝
か
ら
落
ち
る
の
も
、
う
っ
か
り
手
を
滑
ら
せ
た
コ
ッ
プ
が
床
に
落
ち
る
の
も
、
経

験
的
に
は
同
じ
現
象
で
す
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
こ
う
し
た
観
察
か
ら
「
全
て
の
物
質
に
は
地
球
の
引
力
が
働
い
て

い
る
」
と
考
え
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
さ
ら
に
「
引
力
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
地
球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
月
は
な
ぜ
落
ち
て
こ
な

い
？
」と
い
う
謎
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
考
え
続
け
た
結
果
、「
月
も
地
球
の
引
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
地
球
か
ら
離
れ
ず
、
周
り
を
回
り
続
け
る
の
だ
」
と
い
う
結
論
に
至
り
、
こ
の
現
象
を
説
明
す
る
単
純
な

公
式
を
考
え
出
し
ま
し
た
。

　

距
離
こ
そ
違
え
、
月
も
リ
ン
ゴ
も
地
球
の
引
力
の
作
用
を
受
け
、
同
じ
法
則
で
運
動
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
発
見
は
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
彼
は
成
果
を
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』（『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸

原
理
』
の
略
称
）
と
い
う
書
物
に
ま
と
め
、
世
に
問
い
ま
す
。
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
惑
星
の
振
る
舞
い

に
も
、
こ
の
法
則
は
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
り
、
そ
の
後
の
科
学
の
発
展
を
支
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
観
察
か
ら
仮
説
を
導
き
、
そ
の
仮
説
を
第
三
者
に
よ
っ
て
検
証
し
、
正
し
さ
を
確
か
め
る
。
仮

説
通
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
再
考
を
重
ね
て
よ
り
確
か
な
も
の
へ
と
鍛き

た

え
て
い
く
、
そ
れ
が
科
学
で
す
。

【
中
略
】

　

さ
て
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
は
、
表
向
き
は
「
実
験
」
の
体
裁
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
３

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
科

学
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
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ま
ず
、「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
、
常
識
を
超
え
た
仮
説
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。
突と

っ

飛ぴ

な
仮
説
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
慎
重
な
検
証
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
写
真
集
で
は
、
仮
説
通
り
に
な
っ

た
事
例
だ
け
が
紹
介
さ
れ
、「
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
理
解
す
る
の
か
」と
い
う
、
最
も
知
り
た
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
論
文
の
形
で
実
験
手
法
が
紹
介
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
第
三
者
が
同
じ
実
験
を
し
て
再
現
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
。

　
「
再
現
性
」
は
、
科
学
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
誰
が
や
っ
て
も
、
ど
こ
で
や
っ
て
も
、

同
じ
方
法
な
ら
同
じ
結
果
が
出
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
仮
説
に
興
味
を
持
っ
た
人
物
が
、
自
分
の
実
験
室
で
実
験
を

繰
り
返
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。「
あ
り
が
と
う
」
の
文
字
を
「
見
せ
た
」
水
を
一
〇
〇
回
凍
ら
せ
て
、
き
れ
い
な

（
と
い
う
の
も
判
断
が
難
し
い
で
す
が
）結
晶
に
な
っ
た
回
数
が
五
〇
回
、
そ
う
で
な
い
回
数
が
五
〇
回
だ
っ
た
、

と
い
う
結
果
を
得
た
と
し
て
も
、
実
験
手
法
が
公
開
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
仮
説
の
提
唱
者
は
「
そ
れ
は
実
験

の
や
り
方
が
ま
ず
い
か
ら
だ
。
私
は
一
〇
〇
回
や
っ
て
一
〇
〇
回
、
き
れ
い
な
結
晶
を
つ
く
れ
る
」
と
言
い
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
誰
が
や
っ
て
も
、
同
じ
条
件
な
ら
ば
同
じ
結
果
が
で
る
」と
い
う
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
以
上
、
科
学
的
な
議
論
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
状
態
を
、
科
学
の
世
界
で
は
「
※
１

反
証
可
能
性
が
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
科
学
と
疑
似
科
学

を
見
分
け
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
誰
か
が
主
張
す
る
仮
説
を
反
証
で
き
る
と
き
、
そ
れ
は
科
学
で
あ

る
。」
言
い
換
え
る
と
、「
第
三
者
が
追
試
し
て
反
証
で
き
る
だ
け
の
材
料
を
提
唱
者
が
提
示
し
な
い
と
き
、
そ

の
行
為
や
成
果
は
科
学
と
は
呼
べ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
本
人
以
外
の
多
く
の
人
が
検
証
し
、「
ウ
ソ
で
は
な
い
」と
合
意
さ
れ
た

知
識
の
集
ま
り
が
科
学
で
す
。「
観
察
す
る
→
仮
説
を
立
て
る
→
結
果
を
予
測
し
、
実
験
を
す
る
→
成
功
、
失

敗
を
含
め
結
果
を
公
表
す
る
→
第
三
者
に
よ
っ
て
追
試
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
（
検
証
）」
と
い
う
作
業
の
く
り
返

し
に
よ
っ
て
、
４

科
学
は
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

【
中
略
】

　
「
オ
ッ
カ
ム
の
剃か

み

刀そ
り

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
一
四
世
紀
の
哲
学
者
、
オ
ッ
カ
ム
が
残
し
た
言
葉
で
、

「
５

あ
る
事
柄
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
必
要
以
上
に
多
く
を
仮
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

言
い
換
え
る
と「
た
く
さ
ん
の
仮
定
が
必
要
な
理
屈
は
、
屁へ

理り

屈く
つ

と
み
な
せ
る
」と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
い
え
ば
、
く
り
返
し
検
証
さ
れ
確
か
ら
し
さ
を
増
し
た
科
学
の
法
則
は
、
ｂ
往
々
に
し
て
単
純
明
快
で
す
。

　

一
方
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
、「
水
は
言
葉
を
理
解
す
る
」
と
い
う
仮
説
を
認

め
る
た
め
に
、
か
な
り
無
理
の
あ
る
仮
定
（
水
に
は
目
や
耳
に
代
わ
る
感
覚
器
が
あ
る
）
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
あ
い
ま
い
な
の
で
「「
あ
り
が
と
う
」
で
は
な
く
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
は
分
か
る
の
か
」

「
善
悪
を
ど
う
判
断
す
る
の
か
」「
音
楽
が
分
か
る
の
か
」
な
ど
、
つ
っ
こ
み
ど
こ
ろ
が
満ま

ん

載さ
い

な
の
で
す
。

　
６

皮
肉
な
こ
と
に
こ
の
写
真
集
は
、
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。
も
う
一
つ
「
心
配
だ
な
」

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
道
徳
の
授
業
で
こ
の
仮
説
が
紹
介
さ
れ
た
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
授

業
で
は
、「
人
間
の
体
の
七
割
は
水
、こ
れ
は
科
学
的
な
事
実
で
す
。こ
の
本
で
実
験
が
示
し
た
よ
う
に
、水
は
言

葉
を
理
解
し
ま
す
。
だ
か
ら
友
達
に
悪
口
を
言
う
と
体
の
中
の
水
が
汚
れ
ま
す
」
と
教
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
水
は
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
、
実
証
さ
れ
て
い
な
い
仮
説
が
、
科
学
的
な
事
実
の
よ
う
に
先
生
か
ら
生
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徒
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も「
友
達
に
悪
い
こ
と
ば
を
投
げ
つ
け
る
な
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
る
の
に
、
７

科
学
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
こ
れ
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
広
が
り
ま
し
た
。「
お
宅
の
水
が
汚
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
し

て
あ
げ
ま
す
」
と
持
ち
か
け
、
悪
い
結
果
を
示
し
て
高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ
け
る
手
法
で
す
。
こ
う
い
う
業

者
に
お
金
を
だ
ま
し
と
ら
れ
な
い
た
め
に
は
、

Ｘ

＝
カ
ガ
ク
力
が
必
要
で
す
。

　
「
水
か
ら
の
伝
言
」
を
批
判
す
る
記
事
を
書
い
た
ら
、
反
響
が
来
ま
し
た
。「
知
り
合
い
が
似
た
商
法
に
巻
き

込
ま
れ
て
損
を
し
た
」と
い
う
も
の
も
あ
れ
ば
、「
こ
れ
を
疑
似
科
学
と
い
う
な
ら
、

Ｙ

を
証
明
す
べ
き

だ
」
と
い
う
反
論
も
あ
り
ま
し
た
。

　

疑
似
科
学
を
信
じ
る
人
か
ら
の
代
表
的
な
反
論
は
、「
批
判
す
る
な
ら
ニ
セ
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ろ
」

と
い
う
も
の
で
す
が
、
証
明
の
責
任
は
、
提
唱
す
る
側
に
あ
り
ま
す
。
本
人
た
ち
が
、
万
人
を
説
得
で
き
る

デ
ー
タ
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
さ
な
い
限
り
、
第
三
者
が
検
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

 
（
元
村
有
希
子
『
カ
ガ
ク
力
を
強
く
す
る
』
に
よ
る
）

※
１　

反
証
…
…
あ
る
主
張
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。

問
一　

傍
線
部
１「
疑
似
科
学
」の
説
明
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

一
般
的
な
科
学
の
知
識
が
な
い
人
で
も
す
ぐ
に
見
抜
け
る
よ
う
な
、
非
科
学
的
な
実
験
を
信
じ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
。

イ　

科
学
的
な
見
方
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
証
し
た
側
の
主
観
が
入
っ
て
し
ま
い
、
考

え
方
が
か
た
よ
っ
て
い
る
も
の
。

ウ　

科
学
的
な
実
験
結
果
に
よ
っ
て
根
拠
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
科
学
者
た
ち
か
ら
は

信
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

エ　

実
証
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
も
科
学
的
な
根
拠
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に

見
せ
て
い
る
も
の
。

オ　

科
学
的
に
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
実
証
実
験
で
、
仮
説
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
ず
に

中
止
さ
れ
た
も
の
。

問
二　

二
重
傍
線
部
ａ
「
お
墨
付
き
」
ｂ
「
往
々
に
し
て
」
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ　

お
墨
付
き　
　
　

ア　

賞
賛　
　
　
　

イ　

保
証　
　
　
　

ウ　

危
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ　

許
可　
　
　
　

オ　

同
調

ｂ　

往
々
に
し
て　
　

ア　

絶
対
に　
　
　

イ　

し
つ
こ
く　
　

ウ　

ご
く
ま
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ　

限
ら
れ
て　
　

オ　

た
び
た
び
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問
三　

傍
線
部
２
「
科
学
の
お
作
法
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

全
て
の
結
果
が
同
じ
に
な
る
よ
う
な
実
験
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
仮
説
を
世
間
に
公

表
し
な
い
こ
と
。

イ　

自
分
が
打
ち
出
し
た
仮
説
が
、
先
人
の
研
究
と
同
じ
だ
っ
た
場
合
、
実
証
そ
の
も
の
を
諦
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

観
察
か
ら
仮
説
を
立
て
、
実
験
や
検
証
を
繰
り
返
す
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
、
ご
ま
か
し
が
な

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
。

エ　

仮
説
が
正
し
い
も
の
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
第
三
者
に
反
証
さ
れ
な
い
よ
う
に

別
の
仮
説
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

オ　

自
分
の
打
ち
出
し
た
仮
説
が
、
第
三
者
の
実
験
や
検
証
に
よ
っ
て
反
証
で
き
な
け
れ
ば
、
間
違

い
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。

問
四　

傍
線
部
３
「
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
科
学
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理

由
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
カ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
仮
説
が
、
第
三
者
の
検
証
や
結
果
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。

イ　

同
じ
実
験
手
法
で
第
三
者
が
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
験
手
法
を
提
示
し

て
い
な
い
か
ら
。

ウ　

今
ま
で
の
常
識
を
大
き
く
覆

く
つ
が
えす
仮
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」た

め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
避
け
て
い
る
か
ら
。

エ　

教
員
が
、「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
仮
説
を
た
く
み
に
利
用
し
て
、
生
徒
か
ら
の
信
頼

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

オ　
「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
仮
説
が
追
試
さ
れ
な
い
ま
ま
、
仮
説
通
り
に
な
っ
た
事
例
だ

け
が
都
合
良
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
。

カ　

あ
と
が
き
で
謙け

ん

虚き
ょ

な
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
、
科
学
の
知
識
が
な
い
人
た
ち
の
支
持
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
。



─ 13 ─

問
五　

傍
線
部
４
「
科
学
は
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

最
初
は
疑
似
科
学
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
仮
説
も
、
第
三
者
に
よ
る
反
証
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、

科
学
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

イ　

あ
る
仮
説
が
、
第
三
者
に
よ
る
追
試
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
信
頼
で
き
る
も
の

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
水
が
言
葉
を
理
解
す
る
」と
い
う
奇
抜
な
仮
説
は
、
慎
重
に
実
証
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。

エ　

科
学
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
疑
似
科
学
と
本
当
の
科
学
を
見
分
け
る
力
を
養
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
。

オ　

誰
も
が
同
じ
結
果
に
な
る
実
験
を
提
示
し
、
反
証
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
仮
説
が
有
名
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
。

問
六　

傍
線
部
５
「
あ
る
事
柄
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
必
要
以
上
に
多
く
を
仮
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

あ
る
仮
説
に
対
し
て
考
え
う
る
仮
定
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
立
証
が
難
し
く
な
る
こ
と
。

イ　

複
数
の
情
報
を
正
し
く
処
理
し
て
い
く
た
め
に
情
報
の
真
偽
の
判
断
が
難
し
く
な
る
こ
と
。

ウ　

あ
る
仮
説
に
対
し
て
仮
定
の
数
が
多
い
場
合
に
、
反
証
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
。

エ　

あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
一
つ
の
仮
定
だ
け
で
は
真
実
に
近
づ
け
な
い
と
考
え
る
こ
と
。

オ　

あ
る
物
事
を
考
え
る
た
め
に
余
計
な
情
報
は
極
力
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
こ
と
。

問
七　

傍
線
部
６
「
皮
肉
な
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
そ
う
感
じ
る
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

筆
者
は
、
疑
似
科
学
が
、
科
学
の
知
識
が
な
い
人
々
に
広
ま
り
、
科
学
に
対
す
る
印
象
が
悪
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
か
ら
。

イ　

筆
者
は
、
疑
似
科
学
を
批
判
し
た
内
容
を
記
事
に
す
る
こ
と
で
世
間
か
ら
の
反
感
を
買
う
こ
と

を
恐
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

ウ　

筆
者
は
、
科
学
的
と
は
言
え
な
い
こ
の
仮
説
に
対
し
て
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
で
常

識
が
覆
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
か
ら
。

エ　

筆
者
は
疑
似
科
学
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
人
々
に
広
ま
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
が
、
教
育
現

場
に
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

オ　

筆
者
は
、
疑
似
科
学
に
対
し
て
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
疑
似
科
学
が
道
徳
の
授
業
で
採

用
さ
れ
た
と
い
う
事
例
に
心
を
痛
め
て
い
る
か
ら
。
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問
八　

傍
線
部
７
「
科
学
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
理
由
と
し
て
最
も
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

友
達
を
攻
撃
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
倫り

ん

理り

観
は
、
社
会
の
中
で
守
る
べ
き
行
動
の
基
準
と
し

て
教
え
て
い
く
も
の
だ
か
ら
。

イ　

生
徒
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
、
無
理
や
り
疑
似
科
学
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
道
徳

に
反
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
。

ウ　

体
の
中
の
水
が
汚
れ
る
と
い
う
疑
似
科
学
で
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
科
学

的
根
拠
を
示
し
て
説
明
す
る
べ
き
だ
か
ら
。

エ　

体
の
中
の
水
が
悪
口
を
言
う
だ
け
で
汚
れ
て
し
ま
う
と
い
う
仮
説
は
、
科
学
的
根
拠
と
な
る
数

値
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
。

オ　

道
徳
的
な
内
容
に
科
学
的
根
拠
が
加
わ
る
こ
と
で
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
、
間
違
っ
た

情
報
を
信
じ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
九　

空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
文
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
キ
の
中
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

水
が
言
葉
を
理
解
し
な
い
こ
と

イ　

興
味
を
持
ち
、
挑
戦
す
る
心

ウ　

実
証
さ
れ
て
い
な
い
仮
説

エ　

知
識
を
使
い
、
攻
撃
す
る
態
度

オ　

水
に
は
聴
力
も
あ
る
こ
と

カ　

正
し
く
疑
い
、
反
論
す
る
知
恵

キ　

水
が
言
葉
を
理
解
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

問
十　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

否
定
的
な
言
葉
が
書
か
れ
た
紙
を
瓶
の
中
に
入
れ
る
と
、
う
ま
く
結
晶
に
な
ら
な
い
と
い
う
結

果
か
ら
、
水
が
文
字
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

イ　

よ
り
科
学
的
真
実
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
そ
の
仮
説
を
提
唱
し
た
本
人
が
反
証
可
能
性
を
見
つ

け
る
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

ウ　

疑
似
科
学
が
持
つ
で
た
ら
め
な
数
値
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
数
値
が
正
し
い
と
い

う
実
験
方
法
を
見
つ
け
る
し
か
な
い
。

エ　

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
仮
説
の
よ
う
に
、
検
証
を
繰
り
返
し
て
再
考
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

「
カ
ガ
ク
力
」
の
一
つ
で
あ
る
。

オ　

あ
る
仮
説
を
実
証
す
る
た
め
に
は
、
誰
が
実
験
し
て
も
結
果
が
同
じ
に
な
る
よ
う
な
実
験
方
法

を
、
詳
細
に
提
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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